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18ア
メ
リ
カ
の
職
業
訓
練
政
策

（
１
） 

　
　
　
　
　
　
　
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
　
研
究
員
　
原 

ひ
ろ
み 

　
本
稿
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
職
業
訓
練
政
策

の
現
状
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
ア
メ
リ
カ

の
経
験
か
ら
わ
が
国
が
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
ら
れ
る
点
に
つ
い
て
議
論
す
る
（
２
）
。

第
１
節
で
は
、
政
府
が
職
業
訓
練
を
提
供
す

る
こ
と
の
経
済
学
的
理
論
根
拠
を
説
明
す
る
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
積
極
的
労
働
市
場
政
策* 

に
分
類
さ
れ
る
職
業
訓
練
政
策
が
、
第
二
次

大
戦
か
ら
現
在
に
到
る
ま
で
逐
次
的
に
連
邦

政
府
レ
ベ
ル
で
実
施
さ
れ
て
き
た
。
第
２
節

で
は
、
そ
の
中
で
も
代
表
的
な
四
つ
の
職
業

訓
練
政
策
、
一
九
六
二
年
施
行
の
人
材
開
発

訓
練
法（M

anpow
er D

evelopm
ent and 

Training Act: 

以
下
、
Ｍ
Ｄ
Ｔ
Ａ
）、
一
九

七
三
年
の
総
合
雇
用
訓
練
法 （C

om
prehen-

sive Em
ploym

ent and Training Act: 

以

下
、
Ｃ
Ｅ
Ｔ
Ａ
）、
一
九
八
二
年
の
職
業
訓

練
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
法（Job Training 

Partnership Act: 

以
下
、
Ｊ
Ｔ
Ｐ
Ａ
）、
二

〇
〇
〇
年
施
行
の
労
働
力
投
資
法 

（W
ork-

force Investm
ent Act: 

以
下
、
Ｗ
Ｉ
Ａ
）

を
概
観
し
つ
つ
、
ア
メ
リ
カ
の
職
業
訓
練
政

策
の
特
徴
を
ま
と
め
る
。
第
３
節
で
は
、
現

在
ア
メ
リ
カ
の
職
業
訓
練
政
策
の
中
心
的
役

割
を
果
た
し
て
い
る
Ｗ
Ｉ
Ａ
が
、
連
邦
政
府

レ
ベ
ル
で
実
施
さ
れ
て
い
る
職
業
訓
練
政
策

全
般
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
あ
る

か
を
確
認
す
る
。
最
後
に
第
４
節
で
、
ア
メ

リ
カ
の
経
験
か
ら
わ
が
国
が
政
策
形
成
や
政

策
の
実
施
の
あ
り
方
に
つ
い
て
学
べ
る
点
に

つ
い
て
議
論
す
る
。 

 

ま
た
、* 

印
の
付
い
て
い
る
用
語
は
政
策

評
価
と
い
う
分
野
特
有
の
用
語
で
あ
る
た
め
、

本
稿
末
の
用
語
解
説
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

  

第
１
節
　
な
ぜ
政
府
が
職
業
訓
練
を
行
う 

の
か
？
　
―
―
経
済
理
論
に
基
づ
い
て 

  

な
ぜ
政
府
が
職
業
訓
練
を
行
う
の
だ
ろ
う

か
。
政
府
が
職
業
訓
練
を
提
供
す
る
こ
と
に

対
し
て
は
、
賛
否
両
論
あ
る
。
必
ず
し
も
政

府
が
職
業
訓
練
政
策
を
行
わ
な
く
て
も
よ
い

と
す
る
立
場
の
主
張
は
、
労
働
者
に
は
政
府

が
提
供
す
る
職
業
訓
練
以
外
に
も
訓
練
を
受

け
る
機
会
は
数
多
く
あ
る
の
だ
か
ら
、
政
府

が
わ
ざ
わ
ざ
訓
練
行
う
必
要
は
な
い
と
い
う

も
の
で
、
こ
れ
に
も
一
理
あ
る
。
本
来
で
あ

れ
ば
、
労
働
者
は
人
的
投
資
を
行
う
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ヴ
を
持
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
市
場

で
の
労
働
者
個
々
人
の
合
理
的
選
択
に
任
せ

て
お
け
ば
、
労
働
者
自
身
に
と
っ
て
最
適
な

人
的
資
本
投
資
が
行
わ
れ
、
か
つ
社
会
的
に

も
望
ま
し
い
レ
ベ
ル
の
人
的
資
本
投
資
が
行

わ
れ
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
市

場
に
任
せ
て
お
い
て
は
資
源
配
分
の
公
平
性

お
よ
び
効
率
性
が
達
成
さ
れ
ず
、
社
会
的
に

望
ま
し
い
レ
ベ
ル
よ
り
も
少
な
い
人
的
投
資

し
か
行
わ
れ
な
い
こ
と
が
現
実
社
会
で
は
ま

ま
あ
る
。
そ
の
と
き
、
政
府
介
入
の
余
地
が

生
じ
る
。
つ
ま
り
、
資
源
配
分
の
公
平
性
と

効
率
性
に
、
政
府
が
職
業
訓
練
を
提
供
す
る

こ
と
の
経
済
学
的
な
理
論
根
拠
が
あ
る
（
３
）
。 

 

ま
ず
、
資
源
配
分
の
公
平
性
と
い
う
観
点

で
議
論
す
る
。
た
と
え
ば
、
長
期
失
業
者
・

福
祉
受
給
者
・
低
所
得
者
、
身
体
障
害
者
な

ど
「
経
済
的
に
不
利
な
立
場
に
あ
る （Econo-

m
ically disadvantaged

）」
人
々
に
職
業
人

と
し
て
最
低
限
の
基
盤
を
作
る
機
会
を
公
的

に
提
供
す
る
こ
と
は
、
彼
ら
の
就
業
能
力
を

高
め
、
所
得
格
差
の
拡
大
を
是
正
す
る
だ
ろ

う
。
経
済
的
に
不
利
な
立
場
に
あ
る
人
々
は

自
分
が
望
む
職
業
に
就
く
た
め
の
技
能
を
身

に
つ
け
る
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
場
合
が
多
い
。

さ
ら
に
、
彼
ら
が
職
に
就
け
る
よ
う
に
す
る

こ
と
は
、
福
祉
依
存
率
を
引
き
下
げ
て
社
会

的
不
安
を
取
り
除
き
、
社
会
全
体
の
経
済
活

動
の
効
率
を
高
め
る
な
ど
の
効
果
も
期
待
で

き
る
こ
と
か
ら
、
た
と
え
訓
練
効
率
が
低
く

て
も
、
社
会
的
収
益
率
を
高
め
る
と
も
考
え

ら
れ
る
﹇
黒
澤（2001b

）﹈。
し
か
し
、
公

平
性
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
訓
練
受
講
に

対
し
て
有
効
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
・
ス
キ
ー

ム
の
設
計
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら

ば
、
経
済
的
に
不
利
な
立
場
に
あ
る
人
々
が
、

職
業
訓
練
や
雇
用
を
自
分
た
ち
の
主
た
る
経

済
的
関
心
事
と
し
て
捉
え
て
い
な
い
可
能
性

が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
彼
ら
へ
の

政
策
の
効
果
を
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
彼
ら

の
積
極
的
な
訓
練
へ
の
参
加
を
確
実
な
も
の

と
す
る
た
め
に
、
職
業
訓
練
へ
の
参
加
必
要

条
件
の
合
理
的
な
設
定
が
重
要
と
な
る
。 

 

次
に
、
資
源
配
分
の
効
率
性
と
い
う
観
点

か
ら
議
論
す
る
。
市
場
の
資
源
配
分
の
効
率

性
を
阻
害
す
る
原
因
は
「
市
場
の
失
敗 （M

ar-
ket failure

）」
に
あ
る
。
職
業
訓
練
を
財
と

み
な
し
た
と
き
に
市
場
の
失
敗
が
生
じ
る
ケ

ー
ス
と
し
て
は
、
①
情
報
の
非
対
称
性
、
②

資
本
市
場
の
不
完
全
性
、
③
外
部
性
の
存
在

の
三
点
が
考
え
ら
れ
る
﹇H

ansen

（1991

）﹈。 
 

一
点
目
の
情
報
の
非
対
称
性
で
あ
る
が
、

職
業
訓
練
か
ら
得
ら
れ
る
成
果
に
は
不
確
実

性
が
と
も
な
う
。
リ
ス
ク
に
対
し
て
回
避
的

な
労
働
者
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
不
確
実

性
を
回
避
し
た
い
と
願
う
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

人
的
資
本
に
対
す
る
保
険
は
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー

ド
と
逆
選
択
が
生
じ
る
可
能
性
を
否
定
で
き

な
い
た
め
、
市
場
で
は
供
給
さ
れ
に
く
い
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
将
来
の
報
酬
が
保
障
さ
れ
る

と
労
働
者
の
職
業
訓
練
に
対
す
る
意
欲
は
削

が
れ
る
で
あ
ろ
う
し
（
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
）
、

こ
の
よ
う
な
保
険
が
現
実
に
存
在
す
れ
ば
、

そ
れ
に
加
入
す
る
人
は
能
力
の
低
い
人
が
多

く
な
る
か
ら
で
あ
る（
逆
選
択
）﹇
黒
澤（2001b

）﹈。

ま
た
、
労
働
者
が
自
分
に
適
当
な
職
業
訓
練

が
何
で
あ
る
か
を
判
断
す
る
こ
と
が
難
し
く
、

ど
の
よ
う
な
職
業
訓
練
が
提
供
さ
れ
て
い
る

の
か
に
つ
い
て
の
情
報
に
ア
ク
セ
ス
す
る
能

力
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
場
合
も
少
な
く
な
い
。 

 

さ
ら
に
、
個
人
が
将
来
に
対
す
る
不
完
全

な
予
測
を
持
っ
て
い
た
た
め
、
あ
る
い
は
主

観
的
な
時
間
選
好
率
が
高
か
っ
た
た
め
学
校

を
中
退
し
て
し
ま
っ
た
人
に
、
教
育
訓
練
を

受
け
る
二
度
目
の
機
会
を
与
え
る
と
い
う
意

味
合
い
も
公
的
職
業
訓
練
は
持
つ
。 

　
二
点
目
の
資
本
市
場
の
不
完
全
性
と
は
、

訓
練
受
講
資
金
の
借
入
れ
制
約
の
こ
と
を
指

す
。
例
え
ば
、
民
間
職
業
訓
練
機
関
に
よ
る

教
室
型
訓
練
は
補
助
金
の
対
象
外
で
あ
る
こ
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と
が
多
い
が
、
低
所
得
者
は
訓
練
を
受
け
る

た
め
の
自
己
資
金
を
持
っ
て
い
な
い
場
合
が

多
い
。
さ
ら
に
、
低
所
得
者
は
担
保
も
持
っ

て
お
ら
ず
、
債
務
不
履
行
の
可
能
性
が
高
い

た
め
、
資
金
の
借
入
れ
制
約
に
直
面
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
低
所
得
者
は
訓
練

受
講
の
機
会
を
大
幅
に
制
限
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
。 

　
三
点
目
の
外
部
性
の
存
在
で
あ
る
が
、
職

業
訓
練
は
外
部
効
果
を
持
つ
財
と
考
え
ら
れ

る
。
職
業
訓
練
を
受
け
る
こ
と
で
職
業
技
能

の
高
い
労
働
者
が
増
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
こ
と
が
社
会
全
体
の
生
産
関
数
に
影
響

を
与
え
、
社
会
全
体
の
生
産
性
を
高
め
る
だ

ろ
う
。
労
働
者
が
職
業
訓
練
か
ら
得
ら
れ
る

便
益
は
、
私
的
便
益
と
公
的
便
益
か
ら
成
り
、

そ
れ
を
労
働
者
個
々
人
が
把
握
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
で
あ
る
か
ら
、
社
会
的
観
点
か

ら
最
適
な
人
的
資
本
投
資
レ
ベ
ル
を
決
め
る

こ
と
が
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
る

政
府
に
求
め
ら
れ
る
。 

 

ま
た
、
議
論
を
単
純
化
す
る
と
、
労
働
者

の
技
能
は
、
あ
る
企
業
内
で
し
か
通
用
し
な

い
企
業
特
殊
技
能
と
外
部
の
ど
の
企
業
で
も

通
用
す
る
一
般
的
技
能
に
大
別
さ
れ
る
（
４
）
。

労
働
者
の
技
能
の
ど
の
部
分
が
企
業
特
殊
技

能
な
の
か
、
そ
れ
と
も
一
般
的
技
能
な
の
か

区
別
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
の
た
め
、
職

業
訓
練
に
か
か
る
コ
ス
ト
を
支
払
う
の
は
労

働
者
な
の
か
企
業
な
の
か
を
決
め
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
。
そ
の
結
果
、
両
者
と
も
に

投
資
コ
ス
ト
の
支
払
い
を
回
避
し
よ
う
と
し
、

過
少
な
人
的
資
本
投
資
し
か
行
わ
れ
な
い
と

い
う
結
末
と
な
る
（
５
）
。
こ
の
よ
う
に
、
資

源
配
分
の
効
率
性
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
場
合
、
職
業
訓
練
を
政
府
が
行
う

こ
と
が
理
論
的
に
正
当
化
さ
れ
る
。 
 

資
源
配
分
の
効
率
性
と
公
平
性
の
確
保
の

他
に
、
公
共
職
業
訓
練
は
公
的
教
育
シ
ス
テ

ム
の
不
十
分
な
部
分
を
補
完
す
る
と
い
う
役

割
も
持
っ
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
経
済
主
体
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い

政
府
の
行
動
が
完
全
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は

な
く
、「
政
府
の
失
敗（N

on-m
arket failure

）」

の
存
在
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
﹇H

ansen 

（1991

）﹈。 
 

政
府
の
失
敗
の
例
と
し
て
四
点
考
え
ら
れ

る
。
第
一
に
、
独
占
ま
た
は
寡
占
状
態
の
発

生
が
挙
げ
ら
れ
る
。
政
府
が
唯
一
の
職
業
訓

練
の
供
給
者
ま
た
は
資
金
提
供
者
と
な
っ
て

し
ま
え
ば
、
競
争
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
が
な

く
な
り
、
供
給
さ
れ
る
職
業
訓
練
の
質
が
下

が
る
可
能
性
が
あ
る
。 

 
第
二
に
、
職
業
訓
練
の
運
営
責
任
者
の
問

題
が
挙
げ
ら
れ
る
。
運
営
責
任
者
が
、
訓
練

受
講
者
の
便
益
で
は
な
く
運
営
責
任
者
自
体

の
効
用
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
最
適

な
職
業
訓
練
が
提
供
さ
れ
な
く
な
る
。
つ
ま

り
、
ク
リ
ー
ミ
ン
グ* 
が
発
生
し
、
最
も
職

業
訓
練
を
必
要
と
す
る
人
に
受
講
機
会
が
与

え
ら
れ
な
く
な
る
と
い
う
問
題
で
あ
る
。 

 

第
三
に
、
職
業
訓
練
を
受
講
し
た
人
が
、

受
講
し
な
い
人
の
効
用
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

可
能
性
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
置
き
換
え
効

果* 

が
生
じ
て
、
訓
練
受
講
者
が
本
来
は
訓

練
非
受
講
者
が
就
い
た
で
あ
ろ
う
職
を
奪
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
う
る
。 

 

第
四
に
、
数
多
く
の
職
業
訓
練
政
策
が
行

わ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ら
が
重
複
し
た
訓

練
内
容
を
提
供
し
て
い
た
り
、
各
政
策
が
互

い
の
効
果
を
相
殺
す
る
よ
う
な
効
果
を
持
っ

て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
福

祉
受
給
手
当
の
支
給
が
職
業
訓
練
受
講
の
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
を
削
ぐ
こ
と
な
ど
が
あ
り
得

る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
連
邦
政
府
が
実
施
し

て
い
る
全
て
の
政
策
を
連
邦
政
府
が
完
全
に

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る

こ
と
も
、
政
府
の
失
敗
を
引
き
起
こ
す
一
因

と
な
る
の
で
あ
る
。 

 

政
府
の
失
敗
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る

不
利
益
が
、
政
府
が
職
業
訓
練
を
提
供
す
る

こ
と
の
便
益
を
上
回
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は

極
め
て
実
証
的
な
問
題
で
あ
り
、
一
致
し
た

回
答
が
得
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

し
か
し
、
連
邦
政
府
は
上
述
し
た
資
源
配
分

の
公
平
性
と
効
率
性
の
達
成
を
政
府
介
入
の

理
論
的
根
拠
と
し
て
、
職
業
訓
練
政
策
を
行

っ
て
い
る
﹇Friedlander et al.（1997

）﹈（
６
）
。

連
邦
政
府
の
職
業
訓
練
政
策
実
施
の
主
た
る

目
的
は
、
社
会
全
体
の
就
業
者
を
増
や
す
こ

と
に
よ
っ
て
福
祉
関
連
の
支
出
を
減
ら
す
こ

と
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
個
人
の
収
入
を

増
や
し
貧
困
を
減
ら
す
こ
と
に
あ
る
。 

  

第
２
節
　
ア
メ
リ
カ
の
職
業
訓
練
政
策
の 

特
徴 

  

ア
メ
リ
カ
の
職
業
訓
練
は
、
①
Ｏ
Ｊ
Ｔ
中

心
の
企
業
内
訓
練
、
お
よ
び
②
個
人
主
導
で

企
業
以
外
の
機
関
に
お
い
て
行
わ
れ
る
職
業

訓
練
の
二
つ
か
ら
成
る
人
材
形
成
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
。
企
業
以
外
の
職
業
訓
練
実
施
機
関

と
は
、
公
的
機
関
、
労
働
組
合
、
教
育
機
関

（
総
合
大
学
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ

な
ど
の
高
等
教
育
機
関
）、
民
間
の
職
業
訓

練
産
業
な
ど
で
あ
る
。 

 

二
〇
〇
一
年
の
連
邦
政
府
実
施
に
よ
る
公

的
職
業
訓
練
関
連
の
予
算
総
額
は
約
三
一
〇

億
ド
ル
で
あ
っ
た
（
７
）
。
そ
の
一
方
で
、
民

間
の
職
業
訓
練
産
業
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
約
八
四
五

億
ド
ル
で
あ
り
（
８
）
、
企
業
が
そ
の
従
業
員

を
対
象
と
し
て
行
っ
た
企
業
内
訓
練
に
か
か

っ
た
総
コ
ス
ト
の
推
計
額
は
約
三
七
〇
億
ド

ル
で
あ
っ
た
（
９
）
。
こ
れ
か
ら
、
ア
メ
リ
カ

に
お
け
る
職
業
訓
練
は
民
間
中
心
の
も
の
で

あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
ア
メ
リ
カ

で
は
企
業
内
で
実
施
す
る
職
業
訓
練
や
民
間

の
職
業
訓
練
産
業
に
よ
る
職
業
訓
練
が
主
で

あ
っ
て
、
貧
困
層
や
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
な
ど

を
対
象
と
し
た
公
的
機
関
に
よ
る
職
業
訓
練

は
そ
れ
ら
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
対
象
者
が
低
所
得
者
層
な
ど
限
定
的
な
も

の
と
な
り
や
す
か
っ
た
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ

の
公
的
職
業
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
多
く
の
起

源
が
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
で
あ
る
こ
と
に

も
所
以
す
る
。 

 

そ
の
中
で
、
第
二
次
大
戦
後
、
連
邦
政
府

レ
ベ
ル
で
は
主
に
以
下
で
述
べ
る
積
極
的
労

働
市
場
政
策* 

に
分
類
さ
れ
る
四
つ
の
職
業

訓
練
政
策
が
逐
次
的
に
施
行
さ
れ
、
こ
れ
ら

が
ア
メ
リ
カ
の
公
的
職
業
訓
練
の
柱
と
な
っ

て
き
た
。
具
体
的
に
は
、
一
九
六
二
年
に
Ｍ

Ｄ
Ｔ
Ａ
が
施
行
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
九
七

三
年
に
Ｃ
Ｅ
Ｔ
Ａ
が
、
一
九
八
二
年
に
Ｊ
Ｔ

Ｐ
Ａ
が
、
そ
れ
以
前
に
施
行
さ
れ
て
い
た
法 
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律
に
取
っ
て
代
わ
る
と
い
う
形
で
施
行
さ
れ

て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
現
在
施
行
さ
れ
て
い

る
法
律
は
、
二
〇
〇
〇
年
施
行
の
Ｗ
Ｉ
Ａ
で

あ
る
。
こ
れ
ら
四
つ
の
職
業
訓
練
政
策
の
施

行
年
、
対
象
者
、
政
策
内
容
な
ど
に
つ
い
て

ま
と
め
た
も
の
が
、
表
１
で
あ
る
。 

 

Ｗ
Ｉ
Ａ
施
行
以
前
は
、
非
自
発
的
失
業
者

や
長
期
失
業
者
、
低
所
得
者
層
、
福
祉
受
給

者
な
ど
経
済
的
に
不
利
な
立
場
に
あ
る
者
を

対
象
に
、
教
室
型
訓
練
（
座
学
）
や
民
間
企

業
へ
の
職
場
内
訓
練
（
Ｏ
Ｊ
Ｔ
）
の
委
託
と

い
っ
た
職
業
訓
練
の
受
講
援
助
を
中
心
と
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
Ｗ
Ｉ
Ａ
で
は
、

①
一
八
歳
以
上
の
全
て
の
成
人
に
ま
で
職
業

訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
受
講
対
象
者
が
拡
張
さ

れ
、
②
職
業
訓
練
の
受
講
援
助
は
最
終
的
な

手
段
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
職
業
相
談
な

ど
の
求
職
支
援
に
重
点
が
移
さ
れ
る
、
と
い

う
二
つ
の
大
き
な
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
た
。 

  

第
３
節
　
近
年
の
職
業
訓
練
政
策
の 

実
施
状
況
と
Ｗ
Ｉ
Ａ
の
位
置
付
け（
1０
） 

 

　
ア
メ
リ
カ
の
職
業
訓
練
政
策
と
い
う
と
、

二
節
で
紹
介
し
た
Ｍ
Ｄ
Ｔ
Ａ
、
Ｃ
Ｅ
Ｔ
Ａ
、

Ｊ
Ｔ
Ｐ
Ａ
、
Ｗ
Ｉ
Ａ
と
い
っ
た
労
働
省
管
轄

の
積
極
的
労
働
市
場
政
策* 

に
分
類
さ
れ
る

も
の
に
着
目
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、

二
〇
〇
二
会
計
年
度
に
お
い
て
、
積
極
的
労

働
市
場
政
策* 

に
分
類
さ
れ
る
も
の
と
消
極

的
労
働
市
場
政
策* 

に
分
類
さ
れ
る
も
の
を

併
せ
る
と
、
連
邦
政
府
レ
ベ
ル
で
は
四
四
の

職
業
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
本
節
で
は
、
連
邦
政
府
レ
ベ
ル
で

実
施
さ
れ
て
い
る
職
業
訓
練
政
策
全
般
に
つ

い
て
の
概
観
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
中
で

の
Ｗ
Ｉ
Ａ
の
位
置
付
け
を
確
認
す
る
。 
 

Ｗ
Ｉ
Ａ
は
以
下
の
よ
う
な
時
代
背
景
を
う

け
て
、
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ア
メ

リ
カ
に
お
い
て
職
業
訓
練
充
実
化
の
議
論
が

登
場
し
て
き
た
直
接
の
契
機
は
、
一
九
八
〇

年
代
の
ア
メ
リ
カ
経
済
の
失
速
に
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
九
九
〇
年
代
に

は
い
る
と
、
職
業
訓
練
政
策
に
対
す
る
評
価

に
つ
い
て
の
様
々
な
レ
ポ
ー
ト
が
発
表
さ
れ

た
。
そ
の
中
に
は
、
職
業
訓
練
政
策
の
効
果

に
対
し
て
疑
問
を
提
示
す
る
も
の
も
あ
っ
た
。

そ
の
結
果
を
受
け
て
、
一
九
九
二
年
の
大
統

領
選
挙
で
は
公
的
職
業
訓
練
が
大
き
な
争
点

の
一
つ
と
な
っ
た
。 

 
ま
た
、
一
九
九
五
年
時
点
で
、
連
邦
政
府

の
実
施
す
る
職
業
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
数
は

一
六
三
、
関
係
機
関
が
一
五
に
も
及
ん
だ
。

こ
の
よ
う
に
数
多
く
の
政
策
が
実
施
さ
れ
て

い
る
状
況
で
は
、
公
的
職
業
訓
練
に
参
加
し

よ
う
と
す
る
者
に
と
っ
て
、
適
当
な
訓
練
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
選
択
す
る
こ
と
お
よ
び
プ
ロ
グ

ラ
ム
選
択
に
必
要
な
情
報
に
ア
ク
セ
ス
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
統
合
お
よ
び
効
率
的
な
情
報
シ
ス

テ
ム
の
構
築
が
望
ま
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。 

 

一
方
、
九
〇
年
代
半
ば
に

な
る
と
、
社
会
福
祉
政
策
は

改
革
の
波
に
さ
ら
さ
れ
た（
11
）
。

一
九
九
二
年
の
大
統
領
選
挙

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
時
に
、
ク

リ
ン
ト
ン
大
統
領
が
「
我
々

に
お
馴
染
み
の
社
会
福
祉
を

終
わ
ら
せ
よ
う（E

nd W
el-

fare as W
e K

now
 It

）」
と

福
祉
改
革
を
す
す
め
る
こ
と

を
公
約
し
、
そ
れ
に
則
る
形

で
一
九
九
六
年
に
「
個
人
責

任
と
就
労
機
会
調
停
法（The 

Personal 
Responsibility 

and 
W

ork 
O
pportunity 

R
econciliation A

ct: 

以
下
、

福
祉
改
革
法
）」
が
成
立
し
た
。

福
祉
改
革
法
は
、一
九
三
五
年

に
成
立
し
た
「
社
会
保
障
法

（The Social Security Act

）」

以
来
六
一
年
間
続
い
た
生
活

保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
や
め
て

福
祉
予
算
を
カ
ッ
ト
し
、
そ

の
代
わ
り
に
自
立
の
た
め
の

生
活
保
護
に
切
り
替
え
た
法

律
で
あ
る（
12
）
。 

 

こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
、
職
業
訓
練
に
よ

っ
て
労
働
生
産
性
を
向
上
さ
せ
、
国
際
競
争

力
を
高
め
、
福
祉
依
存
度
を
低
下
さ
せ
る
た

め
に
、
よ
り
効
果
的
な
職
業
訓
練
政
策
の
実

施
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、

二
〇
〇
〇
年
に
Ｊ
Ｔ
Ｐ
Ａ
が
廃
止
さ
れ
、
そ

れ
に
代
わ
る
政
策
と
し
て
Ｗ
Ｉ
Ａ
が
施
行
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
Ｗ
Ｉ
Ａ
の
下
に
実
施

さ
れ
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
Ｗ
Ｉ
Ａ
成
人

対
象
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
Ｗ
Ｉ
Ａ
若
年
層
対
象
プ
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ロ
グ
ラ
ム
、
Ｗ
Ｉ
Ａ
非
自
発
的
失
業
者
対
象

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
三
つ
で
あ
る
（
13
）
。
以
下
、

こ
の
三
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
総
称
す
る
場
合
、

Ｗ
Ｉ
Ａ
関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
呼
ぶ
。 

  １
．所
轄
官
庁
別
の 

　 

職
業
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
数 

 

二
〇
〇
二
会
計
年
度
に
お
い
て
は
、
九
つ

の
政
府
機
関
が
管
轄
と
な
っ
て
職
業
訓
練
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
。
所
轄
官
庁
別

に
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
数
を
み
て
み
る
と
、
最

も
多
い
の
が
労
働
省
の
一
七
で
、
つ
い
で
教

育
省
の
一
三
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
二
つ
の

省
で
職
業
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
体
の
約
七
〇

％
を
実
施
し
て
い
る（
図
１
参
照
）。
つ
ま
り
、

ア
メ
リ
カ
の
公
的
職
業
訓
練
は
労
働
省
と
教

育
省
が
中
心
に
な
っ
て
行
っ
て
い
る
。
そ
し

て
、
教
育
省
管
轄
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
在
学
中
の
若
年

層
を
中
心
と
し
た
も
の
で
、

労
働
省
管
轄
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
成
人
労
働
者
を
対
象

と
し
た
も
の
が
多
く
な
っ

て
い
る
。 

 

２
．職
業
訓
練
政
策
へ
の
支

出
額 

　
次
に
、
連
邦
政
府
予
算

に
占
め
る
職
業
訓
練
支
出

に
つ
い
て
概
観
す
る
。
二

〇
〇
二
会
計
年
度
の
職
業

訓
練
関
連
の
支
出
額
は
約

三
〇
六
億
ド
ル
で
、
連
邦

政
府
の
総
支
出
額
の
約
二

兆
ド
ル
（
14
）
に
占
め
る
割

合
は
一
・
五
％
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
Ｗ
Ｉ
Ａ
関
連
プ

ロ
グ
ラ
ム
へ
の
支
出
額
は

約
三
六
億
ド
ル
で
、
職

業
訓
練
関
連
支
出
の
一
二
％
を
占
め
た
。
こ

れ
は
、
「
生
活
困
窮
世
帯
の
た
め
の
臨
時
援

助
（Tem

porary Assistance for N
eedy 

Fam
ilies

）」
に
次
い
で
二
番
目
の
規
模
で

あ
る
。
図
２
に
ま
と
め
た
Ｗ
Ｉ
Ａ
が
施
行
さ

れ
た
二
〇
〇
〇
年
以
降
の
予
算
の
推
移
を
み

て
み
る
と
、
職
業
訓
練
支
出
額
は
微
増
傾
向
、

Ｗ
Ｉ
Ａ
関
連
支
出
額
は
横
ば
い
と
な
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
職
業
訓
練
支
出
額
に
占
め
る

Ｗ
Ｉ
Ａ
関
連
支
出
の
割
合
は
減
少
し
て
い
る
。 

 

３
．職
業
訓
練
政
策
へ
の
参
加
者
数 

 

職
業
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
者
数
は

、

二
〇
〇
二
会
計
年
度
に
お
い
て
約
三
〇
〇
〇

万
人
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
Ｗ
Ｉ
Ａ
関
連
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
参
加
者
数
は
約
一
一
〇
万
人
で
、

全
体
の
約
三
・
六
％
を
占
め
る
（
15
）
。
こ
れ

は
、
職
業
斡
旋
、
成
人
教
育
な
ど
に
次
い
で
、

六
番
目
の
規
模
で
あ
っ
た
。 

 

ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
職
業
訓
練
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
参
加
対
象
者
を
限
定
し
て
い
る
。
Ｗ

Ｉ
Ａ
関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
表
２
に

ま
と
め
た
と
お
り
で

あ
る
。
連
邦
政
府
全

体
で
実
施
さ
れ
て
い

る
職
業
訓
練
プ
ロ
グ

ラ
ム
四
四
つ
の
う
ち
、

一
三
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
経
済
的
に
不
利
な

立
場
に
あ
る
者
で
あ

る
こ
と
を
参
加
要
件

と
し
て
お
り
、
Ｗ
Ｉ

Ａ
関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
経
済
的
に
不
利
な

立
場
に
あ
る
者
を
参

加
対
象
と
し
て
い
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ

で
あ
る
。 

 

４
．職
業
訓
練
政
策
の
業
績
評
価 

 

連
邦
行
政
管
理
予
算
局
（The O

ffice of 
M

anagem
ent and B

udget

）は
職
業
訓
練

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
業
績
評
価
を
主
に
五
つ
の
指

標
に
つ
い
て
行
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
二
会
計

年
度
に
お
い
て
は
、
四
四
の
職
業
訓
練
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
う
ち
四
〇
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
連
邦

行
政
管
理
予
算
局
に
よ
っ
て
、
少
な
く
と
も

一
つ
の
指
標
に
つ
い
て
、
そ
の
業
績
を
監
視

さ
れ
て
い
た
。
業
績
評
価
の
五
つ
の
指
標
と

は
「
就
職
し
た
か
ど
う
か
」、「
就
職
先
で
の

定
着
状
況
」、「
卒
業
証
書
ま
た
は
資
格
証
明

書
の
獲
得
」、「
金
銭
的
収
入
を
得
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
か
」、
「
そ
の
他
の
好
ま
し
い

成
果
」
で
あ
る
。
職
業
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
っ
て
業
績
評
価
に
使
わ
れ
る
指
標
は
異
な

っ
て
い
る
が
、
図
３
か
ら
ほ
と
ん
ど
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、
「
就
職
し
た
か
ど
う
か
」

と
い
う
指
標
が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
。
そ
し
て
、
Ｗ
Ｉ
Ａ
関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

つ
い
て
は
、
五
つ
の
指
標
す
べ
て
に
関
し
て

業
績
評
価
が
行
わ
れ
た
。 

 

第
４
節
　
ア
メ
リ
カ
の
経
験
か
ら
学
べ
る 

こ
と
―
政
策
評
価
に
着
目
し
て 

 

　
第
２
節
で
は
触
れ
な
か
っ
た
が
、
ア
メ
リ

カ
の
職
業
訓
練
政
策
に
関
し
て
は
政
策
評
価

が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
（
16
）
。
政
策
評
価
に
は
、

「
政
策
効
果
の
評
価（Im

pact/effective 
evaluations

）
」
と
「
プ
ロ
セ
ス
評
価

（Process/im
plem

entation evaluations

）」

の
二
種
類
が
あ
る
（
17
）
。
政
策
効
果
の
評
価

と
は
、
政
策
へ
の
参
加
が
、
そ
の
参
加
者
の

収
入
や
就
業
状
態
な
ど
の
経
済
条
件
に
影
響

を
及
ぼ
し
た
か
ど
う
か
を
検
証
す
る
こ
と
を 
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い
う
。
一
方
、
プ
ロ
セ
ス
評
価
と
は
、
政
策

の
運
営
に
つ
い
て
の
評
価
の
こ
と
を
指
し
、

政
策
立
案
者
が
当
初
意
図
し
た
と
お
り
に
政

策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
か
を
検
証
す
る
こ
と

を
い
う
。 

　
連
邦
政
府
は
、
職
業
訓
練
政
策
の
政
策
評

価
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

政
策
効
果
の
評
価
の
結
果
を
う
け
て
、
よ
り

効
果
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
政
策
の
重
点
を
移

し
た
り
、
効
果
の
な
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
廃
止

し
た
り
し
て
い
る
。
ま
た
、
プ
ロ
セ
ス
評
価

の
結
果
に
基
づ
い
て
、
政
策
の
実
施
の
あ
り

方
そ
の
も
の
の
見
直
し
も
行
っ
て
い
る
。 

　
わ
が
国
で
も
二
〇
〇
二
年
四
月
に
「
行
政

機
関
が
行
う
政
策
の
評
価
に
関
す
る
法
律
」

が
施
行
さ
れ
、
政
策
評
価
に
対
す
る
意
識
が

高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
わ
が
国
の

政
策
評
価
の
あ
り
方
お
よ
び
各
府
省
庁
が
行

っ
て
い
る
業
績
評
価
に
つ
い
て
は
改
善
す
べ

き
点
が
多
々
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
な

政
策
評
価
の
結
果
を
反
映
し
た
政
策
の
形
成

お
よ
び
政
策
運
営
の
改
善
と
い
う
考
え
方
が

一
般
的
に
な
っ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。

よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
発
想
の
必
要
性
を
指

摘
す
る
こ
と
で
、
本
稿
を
締
め
く
く
り
た
い
。 

  

【
用
語
解
説
】（
18
） 

・
積
極
的
労
働
市
場
政
策
と
消
極
的
労
働
市

場
政
策 

　
積
極
的
労
働
市
場
政
策
と
は
、
失
業
者
お

よ
び
経
済
的
に
不
利
な
立
場
に
あ
る
労
働
者

の
求
職
活
動
を
助
け
、
彼
ら
に
働
く
こ
と
を

習
慣
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
労
働
力
人
口
に

導
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
政
策
の
こ
と
を
い

う
。
具
体
的
に
は
、
職
業
紹
介
等
の
公
共
職

業
サ
ー
ビ
ス
、
雇
用
助
成
等
の
再
就
職
支
援

を
指
す
。
失
業
保
険
や
早
期
退
職
促
進
政
策

等
の
仕
事
を
持
た
な
く
と
も
生
活
を
可
能
に

す
る
所
得
保
障
的
措
置
で
あ
る
消
極
的
労
働

市
場
政
策
と
対
比
さ
れ
る
。
　 

　
た
だ
し
、
職
業
訓
練
に
は
積
極
的
労
働
市

場
政
策
に
分
類
さ
れ
る
も
の
と
消
極
的
労
働

市
場
政
策
に
分
類
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
例

え
ば
、
職
業
技
能
を
上
げ
就
業
を
目
指
す
タ

イ
プ
の
職
業
訓
練
は
積
極
的
労
働
市
場
政
策

に
分
類
さ
れ
る
。
一
方
、
公
的
扶
助
の
受
給

者
を
対
象
と
し
、
所
得
保
障
的
な
意
味
合
い

の
強
い
職
業
訓
練
は
消
極
的
労
働
市
場
政
策

に
分
類
さ
れ
る
。 

 

・
置
き
換
え
効
果 

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
受
講
者
や
助
成
金
を
支
給
さ

れ
た
労
働
者
が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
雇
わ
れ

て
い
た
労
働
者
に
代
わ
っ
て
企
業
に
雇
わ
れ

る
こ
と
を
い
う
。
置
き
換
え
効
果
が
生
じ
る

場
合
の
純
雇
用
創
出
効
果
は
、
ゼ
ロ
と
な
る
。 

 

・
ク
リ
ー
ミ
ン
グ 

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
の
受
講
者
の
就
業
率

や
平
均
賃
金
の
上
昇
率
な
ど
成
果
に
関
す
る

達
成
目
標
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
各
運
営
機
関
に

割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
場
合
、
運
営
機
関
担

当
者
は
意
図
的
に
再
就
職
し
や
す
い
者
や
高

賃
金
を
得
や
す
い
者
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
受
講
者

と
し
が
ち
で
あ
る
。
こ
う
し
た
行
為
は
ク
リ

ー
ミ
ン
グ
と
呼
ば
れ
て
い
る
。 

 

〔
注
〕 

１
　
原（2004, 

第
１
章
）を
加
筆
・
修
正
し

た
。 

２
　
各
府
省
庁
が
行
う
対
策
に
つ
い
て
は
「
施

策
」
と
表
現
す
る
ほ
う
が
適
切
で
あ
る
場
合

が
多
い
も
の
の
﹇
黒
澤（2001a, 2001b

）な

ど
﹈、
本
稿
で
は
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
全
体

を
通
じ
て
「
政
策
」
と
い
う
表
現
を
用
い
る
。 

３
　
職
業
訓
練
へ
の
政
府
介
入
の
法
学
的
な

理
論
根
拠
に
つ
い
て
は
、
両
角（2000

）に
詳
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し
い
。
基
本
的
に
、
国
民
の
勤
労
権
と
勤
労

義
務
を
定
め
る
憲
法
27
条
１
項
に
法
的
根
拠

を
求
め
て
い
る
。 

４
　B

ecker

（1975

）参
照
の
こ
と
。 

５
　
中
馬（1999

）は
、
一
般
的
人
的
資
本
と

企
業
特
殊
的
人
的
資
本
そ
れ
ぞ
れ
へ
の
投
資

に
対
し
て
政
府
が
介
入
す
る
理
論
的
根
拠
を

提
示
し
て
い
る
。 

６
　
し
か
し
、
効
率
性
と
公
平
性
の
両
立
は

難
し
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
効
率
性
は
公
的
職

業
訓
練
投
資
へ
の
社
会
的
収
益
の
最
大
化
を

意
味
し
、
所
得
再
分
配
や
訓
練
資
源
の
配
分

な
ど
は
考
慮
に
入
れ
な
い
概
念
で
あ
る
。
そ

の
一
方
で
、
公
平
性
と
は
職
業
訓
練
を
最
も

必
要
と
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
に
訓
練
資
源
を

集
中
的
に
投
入
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
効
率

性
と
は
相
反
す
る
概
念
だ
か
ら
で
あ
る 

﹇H
eck-

m
an et al.（1999,  pp1933-5

）﹈。 

７
　U

. S. G
eneral A

ccounting O
ffice 

（2003

）。
但
し
、
こ
こ
で
は
州
お
よ
び
地
方

政
府
の
公
的
職
業
訓
練
関
連
支
出
は
カ
ウ
ン

ト
し
て
い
な
い
。 

８
　U

. S. D
epartm

ent of C
om

m
erce, 

B
ureau of E

conom
ic A

nalysis, G
ross 

D
om

estic 
Product 

by 
Industry 

in 
M

illions of C
urrent D

ollars: 1987-2001

。 

９
　
但
し
、
こ
の
推
計
額
は
一
九
九
四
年
の

も
の
で
あ
る
﹇Frazis et al., p5

﹈ 

。 

10
　
本
節
は
、U

. S. G
eneral Accounting 

O
ffice

（2003

）に
基
づ
い
て
い
る
。 

11
　
杉
本（1998

）。 

12
　
社
会
福
祉
が
貧
困
を
解
決
す
る
の
で
は

な
く
、
社
会
福
祉
が
貧
困
の
原
因
で
あ
る
と

す
る
議
論
が
巻
き
起
こ
り
、
社
会
福
祉
費
用

を
押
さ
え
よ
う
と
言
う
改
革
に
„
正
当
な
“

理
由
を
与
え
た
。
例
え
ば
、
「
要
扶
養
児
童

家
族
扶
助（
Ａ
Ｆ
Ｄ
Ｃ
）」に
代
わ
っ
て
、「
生

活
困
窮
世
帯
の
た
め
の
臨
時
援
助（
Ｔ
Ａ
Ｎ

Ｆ
）」
が
施
行
さ
れ
た
。 

13
　
成
人
は
一
八
歳
以
上
、
若
年
層
は
一
四

〜
二
一
歳
を
指
す
。 

14
　U

. S. O
ffice of M

anagem
ent and 

B
udget

（2003

）。 

15
　
日
本
の
二
〇
〇
二
年
度
に
お
け
る
厚
生

労
働
省
所
轄
の
公
共
職
業
訓
練
参
加
者
は
、

九
六
万
人
で
あ
る
﹇
厚
生
労
働
省
職
業
能
力

開
発
局（2002

）﹈。 

16
　
詳
細
に
つ
い
て
は
原（2004

）を
参
照
の

こ
と
。 

17
　M

anski and G
arfinkel（1992, p7

）。

こ
の
二
つ
以
外
に
も
、
政
策
評
価
に
は
「
費

用
便
益
分
析
」
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。

こ
れ
は
、
政
策
の
実
施
に
よ
っ
て
引
き
起
こ

さ
れ
る
総
生
産
の
変
化
で
純
社
会
的
便
益
が

プ
ラ
ス
で
あ
る
か
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
か
を
計

測
す
る
こ
と
で
、
政
策
が
社
会
的
投
資
に
見

合
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
検
証
す
る
手
法
で

あ
る
。
ま
た
、
近
年
で
は
「
構
造
推
定
ア
プ

ロ
ー
チ
」
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

個
人
の
動
学
的
な
最
適
行
動
モ
デ
ル
を
用
い

て
推
定
し
た
推
定
値
を
労
働
政
策
と
は
関
係

の
な
い
パ
ラ
メ
ー
タ
に
使
い
、
政
策
パ
ラ
メ

ー
タ
に
は
仮
想
的
な
値
を
用
い
て
シ
ミ
ュ
レ

ー
ト
す
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
詳
細
に
つ

い
て
は
、
今
井
・
有
村
・
片
山（2001

）を
参

照
の
こ
と
。 

18
　
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構（2004

）に

堀
春
彦
氏（
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
）が

執
筆
し
た
部
分
に
基
づ
い
て
い
る
。 
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て
」『
日
本
労
働
研

究
雑
誌
』、 

№
５
１
８
、（
二
〇
〇
三
年
）、

「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
仕
事
の
満
足
度

を
め
ぐ
る
統
計
的
分
析
―
日
・
蘭
の
国
際
比

較
を
通
じ
て
」Research Paper

（
東
京
大

学
社
会
科
学
研
究
所
・
Ｓ
Ｓ
Ｊ
デ
ー
タ
ア
ー

カ
イ
ブ
、
№
２
６
、
二
〇
〇
三
年
）
な
ど
。

労
働
経
済
学
専
攻
。 


